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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 205,269 36.3 5,317 20.4 6,827 62.2 2,409 42.6

28年３月期第２四半期 150,577 13.6 4,416 ― 4,208 56.1 1,689 34.5
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 1,393百万円(△79.7％) 28年３月期第２四半期 6,847百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 12.57 ―

28年３月期第２四半期 8.81 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 317,012 51,661 16.3

28年３月期 321,836 51,036 15.8
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 51,589百万円 28年３月期 50,977百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

29年３月期 ― 0.00

29年３月期(予想) ― 6.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 450,000 50.1 12,500 12.7 10,500 171.1 5,000 64.6 26.08
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 192,792,539株 28年３月期 192,792,539株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 1,094,019株 28年３月期 1,089,256株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 191,701,434株 28年３月期２Ｑ 191,711,542株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の
開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続を終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、政府および日銀による経済政策の効果もあり、雇用・所得環境

の改善が続くなかで、一部で持ち直しの動きもみられるものの、力強さを欠く状況が続いております。また、世界

経済も弱含みながら全体としては緩やかな回復が続いておりますが、米国の金融政策の動向、中国等アジア諸国の

景気の減速、原油価格の低迷、英国のEU離脱問題などの影響により、日本経済および世界経済とも先行きが不透明

な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境は、プラント分野では、原油価格の低迷が続くなか、アップストリーム(産

油・産ガス国におけるエネルギー開発・各種関連設備)への設備投資が、引き続き抑えられる一方、ダウンストリ

ーム(石油化学プラントや化学肥料プラント等)への設備投資は、原油安による製品原料・エネルギー等のコスト軽

減効果により、米国、ロシア、中央アジア、イラン等において、底堅く推移すると思われます。インフラ分野で

は、国内において、電力自由化を背景とした発電所等の設備投資が続いており、今後も継続するものと見込まれま

す。また、海外においても、東南アジア等で電力需要の増大が安定的に継続するものと見込まれます。資源エネル

ギー分野では、既存油田の改修等のサービス業務など、将来の資源開発に向けたソフト業務の需要がでてきており

ます。

こうした状況のなか、当社グループは、グループ一体となった営業活動およびプロジェクトの遂行に努めまし

た。

この結果、当第２四半期連結累計期間の実績は次のとおりとなりました。受注高は、タイ向け天然ガス焚きコジ

ェネレーション発電所(全12基中の７基目と８基目)等の受注により、526億円(前年同四半期比83.1％減)となりま

した。売上高(完成工事高)は、マレーシア向けエチレンコンプレックス、トルクメニスタン向けガス化学コンプレ

ックス、米国向けエチレン製造設備、タイ向け天然ガス焚きコジェネレーション発電所、瀬戸内メガソーラーなど

のプロジェクトの進捗により、2,052億円(前年同四半期比36.3％増)となりました。営業利益は、米国向けエチレ

ン製造設備において工事コストの増加があったものの、増収効果と販売費・一般管理費の削減により、53億円(前

年同四半期比20.4％増)となりました。経常利益は、貸倒引当金の戻入れやブラジル持分法適用会社の収支が為替

により改善したことなどから、68億円(前年同四半期比62.2％増)となりました。親会社株主に帰属する四半期純利

益は、24億円(前年同四半期比42.6％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形・完成工事未収入金等が119億円増加した一方、現金

預金が186億円減少したことなどにより、前連結会計年度末から48億円減少し、3,170億円となりました。

負債については、支払手形・工事未払金等が161億円、工事損失引当金が23億円増加した一方、未成工事受入金

が149億円、持分法適用に伴う負債が92億円減少したことなどにより、前連結会計年度末から54億円減少し、2,653

億円となりました。

純資産については、為替換算調整勘定が31億円減少した一方、親会社株主に帰属する四半期純利益を24億円計上

したほか、繰延ヘッジ損失が13億円減少したことなどにより、前連結会計年度末から6億円増加し、516億円となり

ました。

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は1,048億円で、前連結

会計年度末から193億円減少しております。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

営業活動によるキャッシュ・フローは、15億円の資金増加(前年同四半期連結累計期間は277億円の資金増加)

となりました。売上債権の増加147億円、未成工事受入金の減少84億円などにより資金が減少した一方、税金等

調整前四半期純利益を68億円計上したことや、仕入債務の増加185億円などにより資金が増加したことが主な要

因であります。
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〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

投資活動によるキャッシュ・フローは、141億円の資金減少(前年同四半期連結累計期間は156億円の資金減少)

となりました。関係会社に対する短期貸付金を127億円実行したことが主な要因であります。

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

財務活動によるキャッシュ・フローは、4億円の資金減少(前年同四半期連結累計期間は13億円の資金減少)と

なりました。配当金の支払による資金の減少7億円が主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成28年5月13日に公表した業績予想を変更しておりませ

ん。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

　当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積

実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、税金等調整前四半期純利益に一

時差異等に該当しない重要な差異を加減したうえで、法定実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 126,815 108,174

受取手形・完成工事未収入金等 78,261 90,260

有価証券 998 1,079

未成工事支出金 54,418 52,290

繰延税金資産 3,536 3,677

未収入金 12,535 11,884

その他 4,925 9,459

貸倒引当金 △1,601 △634

流動資産合計 279,889 276,192

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 16,299 15,872

機械、運搬具及び工具器具備品 5,274 4,652

土地 6,944 6,721

リース資産 197 78

建設仮勘定 6 2

減価償却累計額及び減損損失累計額 △15,735 △15,123

有形固定資産合計 12,986 12,203

無形固定資産

のれん 5 4

その他 1,893 1,594

無形固定資産合計 1,898 1,598

投資その他の資産

投資有価証券 21,470 22,099

長期貸付金 4,575 4,571

繰延税金資産 1,168 728

その他 4,502 4,246

貸倒引当金 △4,654 △4,628

投資その他の資産合計 27,061 27,018

固定資産合計 41,946 40,820

資産合計 321,836 317,012
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 85,653 101,818

短期借入金 13,793 12,674

未払法人税等 1,928 3,255

未成工事受入金 112,994 98,020

賞与引当金 724 671

完成工事補償引当金 67 60

工事損失引当金 1,404 3,753

為替予約 7,316 7,296

その他 10,021 9,055

流動負債合計 233,905 236,606

固定負債

長期借入金 18,764 19,766

リース債務 52 46

繰延税金負債 835 1,230

退職給付に係る負債 5,732 5,474

関係会社事業損失引当金 458 506

持分法適用に伴う負債 9,288 -

その他 1,762 1,719

固定負債合計 36,894 28,745

負債合計 270,799 265,351

純資産の部

株主資本

資本金 18,198 18,198

資本剰余金 17,656 10,732

利益剰余金 11,433 20,000

自己株式 △436 △437

株主資本合計 46,852 48,494

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,862 4,622

繰延ヘッジ損益 △4,761 △3,394

為替換算調整勘定 4,936 1,765

退職給付に係る調整累計額 87 102

その他の包括利益累計額合計 4,124 3,095

非支配株主持分 58 71

純資産合計 51,036 51,661

負債純資産合計 321,836 317,012
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

完成工事高 150,577 205,269

完成工事原価 136,414 191,954

完成工事総利益 14,162 13,315

販売費及び一般管理費 9,746 7,997

営業利益 4,416 5,317

営業外収益

受取利息 309 351

受取配当金 96 219

為替差益 1,439 -

持分法による投資利益 - 271

貸倒引当金戻入額 893 970

雑収入 144 307

営業外収益合計 2,883 2,121

営業外費用

支払利息 183 162

為替差損 - 295

持分法による投資損失 2,477 -

雑支出 429 152

営業外費用合計 3,090 610

経常利益 4,208 6,827

税金等調整前四半期純利益 4,208 6,827

法人税等 2,497 3,527

過年度法人税等 - 825

四半期純利益 1,710 2,474

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 65

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,689 2,409

決算短信（宝印刷） 2016年11月09日 13時21分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



東洋エンジニアリング株式会社(6330) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 7 ―

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,710 2,474

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △379 759

繰延ヘッジ損益 1,496 1,353

為替換算調整勘定 △163 △2,434

退職給付に係る調整額 △104 15

持分法適用会社に対する持分相当額 4,288 △775

その他の包括利益合計 5,137 △1,081

四半期包括利益 6,847 1,393

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,850 1,380

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 12
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,208 6,827

減価償却費 819 620

のれん償却額 △4 △4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △919 △993

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △697 △236

工事損失引当金の増減額（△は減少） △1,401 2,413

受取利息及び受取配当金 △406 △571

支払利息 183 162

為替差損益（△は益） △310 589

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △195

持分法による投資損益（△は益） 2,477 △271

投資有価証券売却損益（△は益） - △20

売上債権の増減額（△は増加） △19,914 △14,728

未成工事支出金の増減額（△は増加） △9,083 506

未収入金の増減額（△は増加） △53 232

仕入債務の増減額（△は減少） 12,682 18,554

未成工事受入金の増減額（△は減少） 39,908 △8,492

その他 480 △614

小計 27,970 3,779

利息及び配当金の受取額 619 575

利息の支払額 △196 △166

法人税等の支払額 △653 △2,601

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,739 1,586

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △1,475 △1,025

有形固定資産の取得による支出 △168 △187

有形固定資産の売却による収入 4 275

無形固定資産の取得による支出 △424 △151

投資有価証券の取得による支出 △108 -

投資有価証券の売却による収入 - 22

短期貸付金の純増減額（△は増加） △12,719 △12,700

その他 △780 △396

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,673 △14,163

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 532 -

長期借入れによる収入 1,305 2,160

長期借入金の返済による支出 △3,167 △1,794

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△34 △10

配当金の支払額 - △766

その他 △2 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,366 △414

現金及び現金同等物に係る換算差額 △336 △6,325

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,363 △19,317

現金及び現金同等物の期首残高 90,462 124,125

現金及び現金同等物の四半期末残高 100,825 104,808
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループはEPC事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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４．補足情報

（１）受注実績

当第２四半期連結累計期間における当社および当社の連結子会社の受注実績は次のとおりであります。

期別 工事別
期首繰越
工事高
(百万円)

期中受注
工事高
(百万円)

計
(百万円)

期中完成
工事高
(百万円)

次期繰越
工事高
(百万円)

前第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日

至 平成27年９月30日)

海外

化学肥料プラント 39,514 285 39,799 8,471 32,582

石油化学プラント 373,482 212,952 586,435 58,599 533,971

石油精製プラント 64,078 1,280 65,359 43,926 22,024

エネルギー関連プラント 21,508 47,423 68,932 10,545 58,361

一般製造設備関連 2,050 1,082 3,133 2,160 908

その他 34,462 20,716 55,178 11,120 44,569

小計 535,096 283,742 818,838 134,823 692,418

国内

石油化学プラント 3,117 934 4,052 641 3,086

石油精製プラント 1,157 3 1,161 1 1,159

エネルギー関連プラント 114,235 20,765 135,001 9,867 125,133

一般製造設備関連 2,368 2,186 4,554 1,389 3,062

その他 3,028 4,374 7,402 3,852 3,413

小計 123,908 28,263 152,171 15,753 135,854

合計
※36,930

659,005 312,005 971,010 150,577

※33,730

828,273

当第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日)

海外

化学肥料プラント 105,091 1,458 106,549 6,215 93,990

石油化学プラント 492,204 4,748 496,953 124,668 365,046

石油精製プラント 17,525 11,677 29,202 18,355 9,592

エネルギー関連プラント 73,404 24,781 98,185 25,228 71,279

一般製造設備関連 110 433 543 144 388

その他 23,072 1,334 24,406 3,979 19,645

小計 711,409 44,433 755,842 178,592 559,942

国内

石油化学プラント 2,503 477 2,980 1,257 1,723

石油精製プラント 1,157 0 1,157 1 1,155

エネルギー関連プラント 104,010 758 104,769 21,673 83,095

一般製造設備関連 1,598 1,448 3,047 3 3,043

その他 2,387 5,564 7,952 3,741 4,210

小計 111,657 8,249 119,906 26,677 93,228

合計
※△9,392

823,066 52,682 875,748 205,269

※△51,310

653,170

(注) １ 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しており、消費税等は含まれておりません。

２ 期中完成工事高は、外貨建受注工事高のうち期中完成工事高に係る為替差分(前第２四半期連結累計期間

6,054百万円、当第２四半期連結累計期間△17,514百万円)を含んでおります。

３ 次期繰越工事高は、前期以前に受注した工事の契約変更等による調整分(前第２四半期連結累計期間1,785百

万円、当第２四半期連結累計期間205百万円)を含んでおります。

４ ※印は、外貨建契約に関する為替換算修正に伴う増減額を示しております。
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